
 
 
 

市勢・消防情勢 
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津島市の市勢 
 

 本市は愛知県の西部に位置し、西方には、木曽、長良、揖斐の三大河川があり、

多度養老山脈を背景に北部はやや高くなっているが、南部は海抜０メートル以下

の地形で、地域一帯は一大水郷をなしている。 

 明治４年７月廃藩置県の結果、愛知県６６区第１２小区に属し、２２年に向島

村・中地村の全部と諸桑・宇治・中一色村の一部を併せて津島町制を布き、大正

１４年に佐織村のうち古川を合併、毛織物の町として発展した。 

 昭和に入ると、１０年７月には都市計画法を実施、２２年３月には市制を施行

し、３０年１月に神守村を合併、次いで３１年４月永和村の一部とも合併した。

繊維工業一辺倒の街も時代の流れと共に企業の合理化、近代化が進み機械工業、

金属製品工業、木工業、近代精密工業の進出と農業構造改善事業等による発展を

はかり、現在は面積２５．０９ｋm２、人口５万 9000 人をかぞえ海部地方の中心

をなしている。 

 

        区分 
年別 

推移状況 面積（km２) 人口（人） 世帯数（世帯） 

昭和２２年３月 市 制 施 行 9.28 30,551 6,107 

昭和３０年１月 
海部郡神守村

合併 
20.82 38,676 7,364 

昭和３１年４月 
海部郡永和村

一部合併 
25.36 40,717 7,630 

令和７年 
     ４月１日 

現    在 25.09 59,335 27,515 

 

消防情勢 
  本市の消防現勢は、昭和２４年４月消防本部の設置以来、警防面の常備化、救

急業務の樹立、予防指導の普及徹底、防災業務等、一体化した有機的な活動をも

って、市民生活様式の合理化・近代化に伴う災害、又危険物等の増大に伴う災害

を防除し、市民の生活安定を図り、かつ生命・身体・財産を保護する責務を担っ

ている。 
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津島市の位置 

 

        東経  １３６度４４分２９秒  

        北緯   ３５度１０分３８秒  

        東西     ７ .３０ｋｍ  

        南北     ７ .２５ｋｍ  

        面積    ２５ .０９ｋｍ２  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



明治１７年　７月

明治２４年　３月

明治２７年　２月

大正１１年１２月

昭和　９年　６月

昭和　９年　８月

昭和１２年　９月

昭和１４年　４月

昭和２２年　６月

昭和２４年　４月

昭和２４年１１月

昭和２４年１２月

昭和２５年　２月

昭和２６年　１月

昭和２６年　４月

昭和２６年　８月

昭和２７年　２月

昭和２８年　７月

昭和２９年１０月

昭和３０年　１月

昭和３０年　３月

昭和３１年　４月

昭和３３年　３月

昭和３４年　３月

昭和３６年　３月

昭和３７年　３月

昭和３７年１１月

昭和３７年１２月

昭和３９年　２月

昭和３９年　３月

勅令第１５号により消防組規則が発布され、津島町立消防組を設置し、

２組８０名の構成となる。

告示第５６５号をもって改組、７部２９３名構成となる。

定員１３名の特設部を増設

海東郡津島村に当時の消防夫編成規則に基づき、部落単位８組１０４名

をもって消防組が結成される。

部落単位による消防組自然解消に伴ない、津島町水火消防組規則に

基づき１組３３名をもって構成される。

なり１団４分団編成として自治消防発足

消防組織法に基づき、津島市役所内に消防本部を設置

消防本部に常備吏員７名、手引ポンプ１台を配置発足する。

ニッサン１，５００リットル積載水槽付消防車を購入、消防本部に配置

告示第８９３号に基づき、精鋭主義により定員改正、７部特設部１６８名

告示第１４０５号をもって特設部を南北に二分し、定員１７１名の編成

勅令による警防団令の公布に基づき、津島町警防団に改組

勅令による警防団令に基づき、従来の警防団を廃止、津島市消防団と

となる。

となる。

海部郡永和村の一部を合併、条例改正により、１団８分団２８２名編成

トヨタ消防車を購入、西分団に配置（新車配置により高台寺分団に

となる。

消防団条例の一部改正により、分団を団に昇格、４団編成となる。

消防本部に次長を増員

消防吏員８名を増員、吏員１６名、事務職員１名となる。

消防庁舎を新設、署業務を開始

北分団より神島田分団に配置替）

ニッサン２，０００リットル積載水槽付消防車を購入、署に配置（昭和２４年

配置替）

ニッサン消防車を購入、署に配置

署に望楼（２４ｍ）新設

消防団条例の一部改正により、１団４分団となり団長以下１４２名編成

海部郡神守村を合併、津島、神守の２団編成定員４４３名となる。

となる。

神守村消防団を廃止、１団７分団編成とし、トヨタ消防車を購入、神守

分団に配置

運用を開始

ニッサン消防車を購入、署に配置（新車配置により高台寺分団に配置替）

トヨタ消防車を購入、東分団に配置（新車配置により蛭間分団に配置替）

ニッサン消防車を購入、署に配置（新車配置により北分団に配置替、

消防専用中短波無線電話機（ＳＳＢ）基地局１、移動局２を購入設置、

消　防　の　あ　ゆ　み

１２月購入車を自衛消防隊横井製絨所に払下げ）

津島ライオンズクラブより、ニッサンＶ３０Ｂ型救急車の寄贈を受け、署に

ニッサン消防車を購入、署に配置（新車配置により南分団に配置替）

配置
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昭和３９年１１月

昭和４０年　４月

昭和４１年１１月

昭和４２年１１月

昭和４３年　１月

昭和４３年　２月

昭和４４年１０月

昭和４５年１０月

昭和４６年　３月

昭和４６年　４月

昭和４６年１０月

昭和４６年１１月

昭和４６年１２月

昭和４７年　１月

昭和４７年１０月

昭和４７年１２月

昭和４８年　３月

昭和４８年　９月

昭和４９年　２月

昭和４９年　７月

昭和５０年１０月

昭和５１年１１月

昭和５２年１２月

昭和５３年　５月

昭和５３年　６月

昭和５４年　２月

昭和５４年１０月

昭和５４年１２月

日本損害保険協会よりニッサンＦＲ４０型消防車の寄贈を受け署に配置

（新車配置により蛭間分団に配置替）

ニッサン消防車を購入、北分団に配置（更新）

と締結

と締結

ニッサン消防車を購入、神島田分団に配置（更新）

西部消防組合）と締結

海部、津島地区消防相互応援協定を市町消防組合管理者（津島市、

受け署に配置

消防本部等の組織に関する規則を改正、定員５０名となる。

消防団条例を改正、定員２８３名となる。

消防相互応援協定を隣接四町村（佐織町、佐屋町、立田村、八開村）

（更新）

三菱ＨＴ－１２１改型積載車を購入、署に配置

日本損害保険協会よりニッサン３Ｂ型救急車の寄贈を受け署に配置

ニッサンＦＨＮ６０型消防車を購入、署に配置（更新）

ニッサン消防車を購入、署に配置

救急業務に関する応援協定を隣接四町村（佐織町、佐屋町、立田村、

消防車の寄贈を受け署に配置（更新）

八開村）と締結

東名阪自動車道の名古屋市内延長に伴い、名古屋市が消防相互応援

協定に参加

北分団車庫（詰め所）竣工（片岡町）

ニッサンＪ－ＦＨ６１型消防車を購入、署に配置（更新）

シバウラ小型動力ポンプ（Ｂ－３級）を購入、署に配置

東名阪自動車道における消防相互応援協定を通過市町村、消防組合

管理者（津島市、蟹江町、海部東部消防組合、海部南部消防組合、海部

蟹江町、海部東部消防組合、海部南部消防組合、海部西部消防組合）

三菱Ｊ５４型ジープを購入、署に配置

危険物安全協会より三菱Ｈ改－Ａ１０５Ｖ型査察車の寄贈を受け署に配置

ニッサンＦＨＮ６０型消防車を購入、南分団に配置（更新）

ニッサン消防車を購入、神守分団に配置（更新）

新消防庁舎建設に着工

新消防庁舎竣工（３月２６日　埋田町２丁目７０の１に移転）

宇佐美鉱油店よりトヨタカローラ４６年式ＫＥ２６Ｖ－Ｆ型指令車の寄贈を

（基地局１、移動局５）

消防専用中短波無線電話を超短波（Ｆ３）に変更し、移動局３基を増設

日本損害保険協会よりニッサンＣＭ９０Ｅ型Ａ１級１，６００リットル水槽付

屈折はしご付消防ポンプ自動車（森田式１６ｍ）を購入、署に配置

救急相互応援協定を海部西部消防組合と締結

ニッサン消防車を購入、東分団に配置（更新）

ニッサンＦＨＮ６０型消防車を購入、高台寺分団に配置（更新）

ニッサン消防車を購入、西分団に配置（更新）

ニッサン３Ｂ型救急車を購入、署に配置（更新）

ニッサンＦ７８０型化学車を購入、署に配置

高台寺分団車庫（詰め所）竣工（高台寺町）

トヨタ２Ｂ型救急車を購入、署に配置

4



昭和５５年　３月

昭和５５年１２月

昭和５６年１１月

昭和５７年　３月

昭和５７年１１月

昭和５８年　２月

昭和５８年１１月

昭和５９年１０月

昭和５９年１２月

昭和６０年　９月

昭和６１年１２月

昭和６２年　１月

昭和６２年　２月

昭和６２年１０月

昭和６３年　２月

平成 元年　１月

平成　２年　３月

平成　２年　４月

平成　２年１２月

平成　３年　８月

平成　４年　１月

平成　４年１０月

平成　５年　３月

平成　５年　４月

平成　５年　７月

平成　６年　２月

平成　６年　８月

平成　６年１１月

平成　６年１２月

平成　７年　３月

平成　７年　５月

平成　８年　１月

平成　８年　３月

平成　８年　８月

平成　８年１０月

平成　９年　４月

を受け署に配置（更新）

津島ロータリークラブより、トヨタＪ－ＴＥ７３Ｖ改型指令車兼広報車の寄贈

ニッサンＪ－ＦＧ１６０型消防車を購入、蛭間分団に配置（更新）

消防本部等の組織に関する規則を改正、定員５３名となる。

南分団車庫（詰め所）竣工（常盤町に移転）

（更新）

ニッサンＪ－ＦＧ１６０型消防車を購入、神島田分団に配置（更新）

ニッサンＪ－ＦＧ１６０型消防車を購入、北分団に配置（更新）

署に配置

日本損害保険協会よりイスズＵ－ＦＲＲ３２ＤＢＶ改型Ａ１級１，５００

リットル水槽付消防車の寄贈を受け署に配置（更新）

ヒノＰ－ＦＷ２７４ＢＡ改型３８ｍ級梯子車購入、署に配置

ヒノＵ－ＦＦ３ＨＫＡＡ改型１５ｍ級屈折梯子車を購入、署に配置（更新）

職員定数条例の改正により、消防本部及び消防署の職員定数６５名

となる。

津島ライオンズクラブよりマツダＴ－ＳＳ５８Ｖ改型指揮車の寄贈を受け

ヒノＵ－ＧＤ３ＨＧＡＡ改型化学車を購入、署に配置（更新）

海部、津島救急業務連絡協議会発足

トヨタＫＣ－ＢＵ２１２改型資機材搬送車を購入、署に配置（更新）

ニッサンＭ－ＦＧ１６１型消防車を購入、西分団に配置（更新）

蛭間分団車庫（詰め所）竣工（蛭間町）

新消防庁舎増改築に着工

三菱Ｕ－ＦＥ６３８ＥＶ改型高規格救急車を購入、署に配置（更新）

新消防庁舎増改築工事完成（平成５年～平成６年継続事業）

ニッサンＴ－ＦＧＹ６０改型消防車を購入、南分団に配置（更新）

愛知県下広域消防相互応援協定を締結

宇佐美鉱油よりトヨタＲ－ＥＥ１０３Ｖ改型広報車の寄贈を受け署に配置

三菱Ｕ－ＦＥ３３７Ｂ改型消防車を購入、署に配置（更新）

（更新）

隔日勤務者の３部制を実施

ニッサンＺ－ＦＧＹ６０改型消防車を購入、高台寺分団に配置（更新）

とする。

危険物安全協会よりスズキＥ－ＣＴ２１Ｓ改型査察車の寄贈を受け署に

配置（更新）

三菱ＫＣ－ＦＥ５３８Ｂ改型消防車を購入、署に配置（更新）

消防緊急通信指令施設Ⅰ型設置

職員定数条例の改正により、消防本部及び消防署の職員定数７３名

愛知県防災ヘリコプター応援協定を締結

ミタニ建設よりイスズファーゴ６２年式Ｎ－ＷＦＳ５３ＦＶＨ改型救急車の

寄贈を受け署に配置（更新）

ニッサンＭ－ＦＧ１６１型消防車を購入、東分団に配置（更新）

ヒノＰ－ＧＤ１７２ＢＡ改型救助工作車を購入、署に配置

神島田分団車庫（詰め所）竣工（中一色町）

愛知県下高速道路における消防相互応援協定を締結

日本自動車工業会よりニッサン２Ｂ型救急車の寄贈を受け署に配置

ニッサンＭ－ＦＧ１６１型消防車を購入、神守分団に配置（更新）

東分団車庫（詰め所）竣工（古川町に移転）
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平成１０年　３月

平成１０年　７月

平成１０年　８月

平成１１年　３月

平成１２年　３月

平成１３年　３月

平成１３年１２月

平成１４年　３月

平成１４年　４月

平成１５年　２月

平成１５年１０月

平成１５年１２月

平成１６年　３月

平成１６年１０月

平成１７年　１月

平成１７年　３月

平成１７年　６月 危険物安全協会よりマツダＤＢＡ－ＤＹ３Ｗ型査察車の寄贈を受け署に

配置

平成１７年　８月 宇佐美鉱油㈱よりイスズＰＡ－ＮＰＲ８１Ｒ型資機材搬送車の寄贈を受け

署に配置（更新）

平成１７年１０月 女性操法大会出場（横浜市）

平成１８年　３月

平成１８年１１月

平成１９年　１月

平成１９年　２月

平成１９年　３月

平成１９年　５月 女性部設置

平成１９年１２月

平成２１年　２月

平成２２年　１月

平成２２年　２月

平成２２年　３月

平成２２年１２月

平成２３年１２月

平成２４年　１月

平成２５年　３月

平成２５年　３月

イスズＰＪ－ＦＴＳ３４Ｈ４型災害対応救助工作車Ⅱ型を購入、署に

ヒノＡＤＧ－ＧＤ７ＪＧＷＡ改型Ａ１級１，５００リットル水槽付消防車を購入、

配置（更新）

ヒノＰＫ－ＦＷ２ＰＴＷＡ型災害対応４０ｍ級梯子車を購入、署に

トヨタＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｋ型指揮車を購入、署に配置（更新）

ニッサンＴＣ－ＦＰＷＧＥ５０改型高規格救急車を購入、署に配置（更新）

ヒノＢＤＧ－ＸＺＵ３０４Ｅ型消防車を購入、高台寺分団に配置（更新）

トヨタＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ型高規格救急車を購入、署に配置（更新）

愛知県共済生活協同組合より、トヨタＤＢＡ－ＺＧＭ１０型広報車の寄贈を

受け署に配置

配置（更新）

ヒノＰＤ－ＸＺＵ３０４Ｅ型消防車を購入、南分団に配置（更新）

(財)日本消防協会より三菱ＣＢＡ－Ｖ９３Ｗ型広報車の寄贈を受け署に

配置（更新）

㈱宇佐美鉱油よりトヨタＤＢＡ－ＡＮＨ１０Ｗ型連絡車の寄贈を受け署に

配置

ヒノＰＤ－ＸＺＵ３０４Ｅ型消防車を購入、東分団に配置（更新）

トヨタＧＢ－ＹＹ１０１型資機材搬送車を購入、署に配置

ニッサンＧＥ－ＦＬＧＥ５０型高規格救急車を購入、署に配置

ヒノＫＫ－ＸＺＵ３３１Ｍ型消防車を購入、神守分団に配置（更新）

行政機構の再編により市長部局に防災対策室を新設し、

高台寺分団車庫（詰め所）竣工（高台寺町）

予防・防災課と総務課を統合し総務課となる。

トヨタＴＣ－ＶＣＨ３８Ｓ高規格救急車を購入、署に配置

西分団車庫（詰め所）竣工（馬場町）

ヒノＫＫ－ＸＺＵ３０１Ｅ型消防車を購入、西分団に配置（更新）

愛知県共済生活協同組合より、トヨタＥ－ＡＴ２１１型広報車の寄贈を受け

トヨタＫＣ－ＨＺＪ７５改型消防車を購入、蛭間分団に配置（更新）

署に配置

行政機構の再編により予防・防災課の新設

配置（改造）

トヨタＫＧ－ＨＺＪ７９型消防車を購入、北分団に配置（更新）

トヨタＫＣ－ＨＺＪ７５改型消防車を購入、神島田分団に配置（更新）

神守分団車庫（詰め所）竣工（神守町）

トヨタＫＣ－ＢＵ２１２改型資機材搬送車に２．９ｔ４段クレーンを架装、署に

署に配置（更新）

ヒノＢＤＧ－ＸＺＵ３３４Ｍ型消防車を購入、署に配置（更新）

署に配置（更新）

ヒノＳＫＧ－ＸＺＵ６４０Ｍ型消防ポンプ自動車を購入、署に配置（更新）

ヒノＳＤＧ－ＧＸ７ＪＧＡＡ改型災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車を購入、

日産ＣＢＦ－ＴＰＷＧ５０型高規格救急車を購入、署に配置（更新）

海部地方消防通信指令事務協議会を設置

ヒノＵ－ＦＦ３ＨＫＡＡ改型１５ｍ級屈折梯子車を廃止（更新なし）
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平成２５年　４月 海部地方消防指令センターを弥富市役所十四山支所内にて共同運用開始

平成２５年１２月 全日本消防人共済会還元事業より、ダイハツＥＢＤ－Ｓ３３１型広報車の寄贈

平成２５年１２月

平成２６年　２月

平成２７年　２月

平成２７年　３月 電波法の改正により、消防救急デジタル無線システム運用開始

平成２７年　３月

平成２７年　４月 行政機構の編成により、予防課を新設

平成２７年　６月 津島市危険物安全協会より、ダイハツＳ３２１V－ZQGF３型連絡車の寄贈を

受け署に配置

平成２７年　７月 消防庁舎耐震改修工事着工

平成２８年　１月 ニッサンＣＢＦ－ＦＰＷＧＥ５０改型高規格救急車を購入、署に配置（更新）

平成２８年　３月 消防庁舎耐震改修工事竣工

平成２９年　１月 北分団車庫（詰め所）竣工（昭和町４丁目に移転）

令和 元年　６月 ㈱ユタカ電子よりヒノ２RG-XZU7１２M型資機材搬送車の寄贈を受け署に

配置

令和 元年１２月 ヒノ２RG-XZU６００E消防車両を購入、北分団に配置（更新）

令和　２年　４月

令和　３年　２月

令和　５年　１月 ㈱宇佐美鉱油よりトヨタ３BF-TRH２２６S高規格救急車の寄贈を受け署に

配置

令和　５年　３月 愛知県共済生活協同組合よりトヨタ６AE-NHP160V査察車の寄贈を受け

署に配置

令和　５年　４月 ヒノ２KG-GX２ABA救助工作車Ⅱ型を購入、署に配置（更新）

令和　５年 11月

令和　５年 11月 庁舎西に用地1,099.58㎡購入（駐車場）

令和　６年  ３月
配置（更新）

令和　６年  ４月 消防団条例を改正、定員２３５名となる。

令和　６年 12月  トヨタ３BF-TRH226S型高規格救急車を購入、署に配置（更新）

令和　７年　３月 ヒノ２KG-GX２ABA水槽付消防ポンプ自動車（I-B型）を購入、署に

配置（更新）

令和　７年　４月 行政機構の編成により、消防救急課を新設

令和　７年　４月 津島市消防本部、名古屋市消防局、瀬戸市消防本部、尾張旭市消防本部、

蟹江町消防本部、海部東部消防組合消防本部、海部南部消防組合消防

本部、愛西市消防本部の８消防本部による指令の共同運用を開始。

令和　７年　４月 庁舎西駐車場の一部（160.36㎡）を市民協働課へ所管換。

令和　７年　４月

救助工作車１台、救急車３台、査察車１台、資機材搬送車３台、広報車３台、

移動局１６、携帯移動局１０)の消防勢力を持って市の防災にあたっている。

連絡車２台、デジタル消防専用無線電話（基地局１、可搬型移動局２、車載

消防団員２11名、消防ポンプ車１２台、４０ｍ級梯子車１台、指揮車１台、

トヨタＥ－ＡＴ２１１型広報車を廃止

を受け署に配置（配置は平成２６年２月）

ヒノＴＫＧ－ＸＺＵ６００Ｅ消防車両を購入、神島田分団に配置（更新）

職員定数条例の改正により、消防本部及び消防署の職員定数８８名とする。

ヒノＴKＧ－ＸZＵ６４０Ｍ消防車両を購入、蛭間分団に配置（更新）

消防本部、署１、消防職員８０名（うち再任用４名）、消防団１、分団８

ニッサンCBF－CS８E２６改型高規格救急車を購入、署に配置（更新）

トヨタ3BF-TRY230改消防車両を購入、神守分団に配置（更新）

トヨタ３BF-TRY230改消防車両を総務省消防庁より無償貸与、西分団

㈱宇佐美鉱油よりトヨタ３DA－GDH３０３W型連絡車の寄贈を受け署に配置

7



氏 名

初 代 山 本 三千雄 Ｓ. 25 . 2 . 23 ～ Ｓ. 25 . 8 . 16

２ 代 平 野 幸右エ門 Ｓ. 25 . 8 . 17 ～ Ｓ. 26 . 4 . 4

３ 代 横 井 兵 一 Ｓ. 26 . 4 . 27 ～ Ｓ. 30 . 4 . 14

４ 代 竹 内 節 雄 Ｓ. 30 . 9 . 1 ～ Ｓ. 34 . 3 . 8

５ 代 大 橋 増太郎 Ｓ. 34 . 6 . 4 ～ Ｓ. 37 . 11 . 4

６ 代 平 野 岬 Ｓ. 37 . 11 . 17 ～ Ｓ. 41 . 4 . 30

７ 代 佐 藤 忍 Ｓ. 41 . 5 . 1 ～ Ｓ. 46 . 5 . 31

８ 代 吉 田 正 信 Ｓ. 46 . 6 . 1 ～ Ｓ. 49 . 1 . 3

９ 代 水 越 伊 平 Ｓ. 49 . 1 . 4 ～ Ｓ. 56 . 3 . 31

１ ０ 代 山 本 進 平 Ｓ. 56 . 4 . 1 ～ Ｓ. 59 . 3 . 31

１ １ 代 恒 川 貞 治 Ｓ. 59 . 4 . 1 ～ Ｓ. 60 . 10 . 31

１ ２ 代 城 雅 美 Ｓ. 60 . 11 . 1 ～ Ｓ. 61 . 3 . 31

１ ３ 代 山 本 信 彦 Ｓ. 61 . 4 . 1 ～ Ｓ. 61 . 7 . 31

１ ４ 代 若 山 智 計 Ｓ. 61 . 8 . 1 ～ Ｈ. 3 . 3 . 31

１ ５ 代 椙 村 秀 夫 Ｈ. 3 . 4 . 1 ～ Ｈ. 5 . 3 . 31

１ ６ 代 林 昌 雄 Ｈ. 5 . 4 . 1 ～ Ｈ. 9 . 3 . 31

１ ７ 代 岩 田 忠 夫 Ｈ. 9 . 4 . 1 ～ Ｈ. 12 . 3 . 31

１ ８ 代 八 木 實 Ｈ. 12 . 4 . 1 ～ Ｈ. 14 . 3 . 31

１ ９ 代 椙 村 君　　男 Ｈ. 14 . 4 . 1 ～ Ｈ. 15 . 3 . 31

２ ０ 代 神　　田 栄　　治 Ｈ. 15 . 4 . 1 ～ Ｈ. 15 . 9 . 30

２ １ 代 　小　　山 忠　　良 Ｈ. 15 . 10 . 1 ～ Ｈ. 18 . 3 . 31

２ ２ 代 　大　　和 厚 Ｈ. 18 . 4 . 1 ～ Ｈ. 19 . 3 . 31

２ ３ 代 　稲　　垣 憲　　一 Ｈ. 19 . 4 . 1 ～ Ｈ. 23 . 3 . 31

２ ４ 代 　近　　藤 秀　　隆 Ｈ. 23 . 4 . 1 ～ Ｈ. 27 . 3 . 31

２ ５ 代 　安　　川 　 和　　宏 Ｈ. 27 . 4 . 1 ～ R. 4 . 3 . 31

２ ６ 代 　後　　藤 　 優　　志 R. 4 . 4 . 1 ～

歴　代　消　防　長　氏　名

在　　　　職　　　　期　　　　間

現　　　　　　　在
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面積（㎢） 人口（人） 世帯数（世帯）

25.09 59,335 27,515

面積（㎢） 人口（人） 世帯数（世帯） 面積（㎢） 人口（人） 世帯数（世帯）

0.31 741.69 343.94 6.27 14,833.75 6,878.75

80人 4台

面積 人口 世帯数 面積 人口 世帯数

0.12 281.21 130.40 3.14 7,416.88 3,439.38

211人 8台

現有消防力配分表

消防本部・署

消防団

消防団員数 消防ポンプ自動車現有数

　　　　　令和7年4月1日現在

消防団員１人当り 消防車１台当り

消防車１台当り

消防吏員数 消防ポンプ自動車現有数

消防吏員１人当り
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車両・隊員数

算定台数
（台）

算定台数
に対する
算定人員

（人）

整備台数
（台）

整備台数
に対する
算定人員

（人）

現員数
（人）

指 揮 車 1 9 1 9

消 防 ポ ン プ 自 動 車 4 57 4 57

は し ご 自 動 車 1 0 1 0

化 学 自 動 車 1 0 ※　1 0

消 防 艇 0 0 0 0

三 点 セ ッ ト 0 0 0 0

特 殊 車 等 6 0 6 0

救急
隊員

救 急 自 動 車 3 29 3 29

救 助 工 作 車 1 16 1 16

救助工作車の代替えとする消防用自動車等 0 0 0 0

17 111 16 111 54

予防・通信要員数
現員数
（人）

10 7

4 2

14 9

その他の要員数
現員数
（人）

0 0

14 15

14 15

　※現員数は令和７年4月現在となります（出向者2名を除く）

救助
隊員

 小　　　　　　計

基準消防力と現有消防力の比較表

消防
隊員

算定人員（人）

算定人員（人）

通 信 員

　　　　令和７年度調査　　

※ 消防ポンプ自動車に含まれるタンク車が化学自動車の代用となるため１台を計上　

　 （整備台数は実車両数と異なります）

 小　　　　　　計

 小　　　　　　計

救 助 の た め の 要 員 数

予 防 要 員

庶 務 の 処 理 等 の 人 員

　※消防施設整備計画実態調査表（令和７年4月1日現在）
　　 総括表、第14表、第15表、第１6表より抜粋
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消防相互応援協定等の締結状況表 

 

締結年月日 名      称 相  手  先 

Ｈ15.４.１ 愛知県内広域消防相互応援協定 県下 41 市町村等 

Ｈ30.７.31 
愛知県下高速道路における消防

相互応援協定 

名古屋市、豊橋市、岡崎市 
一宮市、瀬戸市、春日井市 
豊川市、豊田市、小牧市 
稲沢市、新城市、東海市 
大府市、尾張旭市、岩倉市 
愛西市、蟹江町、 
海部東部消防組合 
尾三消防組合 
海部南部消防組合 
西春日井広域事務組合 
衣浦東部広域連合 

Ｒ４.４.１ 
愛知県における航空機を用いた

市町村等の消防支援協定 
愛知県 

Ｒ７.２.14 消防相互応援協定 

名古屋市 
瀬戸市 
尾張旭市 
愛西市 
蟹江町 
海部東部消防組合 
海部南部消防組合 

 


